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アフガニスタン

のベリル鉱床

昭和44年7月から9月年じめまで約2ヵ月コロンボ

プランによる技術協力としてアフガニスタン東部のベ

リノレ(緑柱石)鉱床の開発調査のため同国を訪れる機会

を得たのでそのあらましを紹介する.

概況

世界地図を見ればわかる通りアフガニスタンはアジア

の西方に位しパキスタンイランソ連および中共と

国境を接する内陸国で緯度はほぼ員本と同じである.

同国の北東端は｢世界の屋根｣パミｰル高原の一部で

国の中央部を東西に走るヒンズｰクシ山脈は最高7,000

則こ近い高峰を擁しており首都カブｰルは海抜五,800

mの高原に位置する.

気候は冬季に積雪を見るが春夏秋にはほとんど雨

がなく東部のパキスタン国境に近い地帯のモンスｰン

の影響を受ける地域を除いてほとんど樹木か生育せず

全土ほとんど砂漠と岩山ばかりといってもよい.

蜜斎俊男

気温は一口にいえば夏暑く冬寒くまた昼夜の温度

差カミはげしい典型的内陸型であり筆替らの調査団は

たまたま真夏ヒ当ったため野外調査時の日中の温度は

鮒前後に達し極度に低い湿度とともに蘭本では考え

られないような異常な高温乾燥の状態であった.

以上のような状況から知られるようにアフガニスタ

ンはアジア･中近東の開発途上国のうちでもξくに開

発の遅れた国の1つでありすべての面でこれから開発
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に着手しなければならない状態にある､

幸いソ連米国をはじめとする先進講国から多くの

経済援助を受け道路かんカミい水力発電農畜産加

工業の面で｡徐々にではあるが進歩が見られる｡日本

はかなり以前カブｰル市の水道建設を行なったことが

あり最近も主要地方都市に市水道建設の資金技術

を提供することが決定している.

日本との関係は貿易面では貝本の極度の輸出超過で

ありせんいタイヤ雑貨など年間互､300万ドルの

輸出に対し貝本の輸入は羊皮羊腸範ぶどうなど

年間わづかに4万ドルに過ぎない｡このような貿易不

均衡は今後の両国貿易関係の上できわめて好ましくな

いことであり員本としても何らかの形で開発輸入等の

努力が必要とされている､

44年春アフガニスタン国王夫妻の訪日に際して日

本政府は経済協力等に努力する旨約東しており今回

のベリル鉱床調査もその一環として計画されたものであ

る.

たが爾沃の業績は蔦く評価され現在でも同国の関係

者は両氏の名前をPにしてその業績を賞讃している｡

アフガンの地質･地下資源関係業務は一切国営をたて

塞えとしているカミエ鉱業省がこれを所管し同省内に

地質調査所と鉱山局がある.地質調査所は主として

(鉱床の)基礎的調査鉱山局は主として開発調査を行

なうというような分担になっている.前者は西独の技

術者の脇カ後背はソ連の技術者の協力を得ており.こ

れらの外人技術者は数名ないし10数名常駐し室内実験

設備ももちこんで調査研究に当っている.

地質調査の目的はこのような開発途上国の常として

地下資源の発見開発にあるが調査内容は長期的広

域内拒ものが多く部分的にはかなり詳細な地質図かか

なり広い範囲に作成されているしさらに試錐探鉱坑

道の掘さく詳細なサンプリングおよび化学分析も行な

われている｡調査の基礎となる地形図はアメリカの協

力による空中写真の5万分の1地形図カミ全国をカバｰし

ている.

アフガニスタンの地質調査の概要

アフガニスタンの地質については必ずしも詳細な調査

は行なわれていない一この国の地質調査は最近は主と

してソ連西独の技術者によって行なわれてきているが

その中にあって脳6年から3年間にわたり地質調査所

の沢田秀穂卵沢次郎両技官かアフガン政府に招かれて

パイオエァ的な地質地下資源調査を行なっている(地

質ユ盈一ス蝸｡狽一工960参照).その後各国の多く

の地質1鉱山専門家が同国の地下資源開発に従事してき

アフガニスタンの地質の概要は国の中央をほぼ東西

方向に走る主として古生層の岩石からなるヒンズｰクシ

山脈とその南北両側に拡がるあまり櫓出作用を受けて

いない中生層カ抗い面積を占め北酉部ソ連国境地方お

よび南東部パキスタン国境沿いに第三紀層の分布が見ら

れる.

また国の南西部はヘルマンド砂漠が広大な面積を占め

ている.酸性貫入岩類はヒンズｰクシ山脈の東部から

南西方向に点々と古生層を貫いて分布している.

滝ブｰル帝心部の国教脅院

鉱葺篶燭1こ潟1ラるラピスラズリ研磨工場

榊織翻緒の指導による立てるはカジノ･二異�
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現在までに存在が確認されている主要鉱物欝源は国

の北酉部の白亜紀層の石油および天然ガス石滴･ガス

地帯の東方につらなる同じく白亜紀層中の石炭閏の北

東部および西部の第三紀層中の岩塩が堆積性の鉱床の

主要なもので鉄鋼鉛簸鉛ベリル等の鉱床滅前

記酸性貫入岩に関係あるものと考えられ国の北東部か

ら南西方向に分布している.またこの国の特産物で

ある貴石るり(ラピスラスリｰ)は国の北東部に産出

する.鉱産資源のうちすでに開発に着手しているもの

は次の通りである.

(1〕1百炭

埋蔵量はきわめて巨大なものといわれているが生産

量は年産数万トン程度で暖房用に用いられる程度で

ある.粘結性のものは発見されていないようである.

(2)天然ガス

ソ連の技術援助により開発されソ連ウズベクタジ

ク地方にパイプラインを引いてほとんど全量輸出され

ている.年平均30億㎜3の輸出を計画中といわれる.

⑧岩塩

国内消費用として年間数万トンの生産淋あるようであ

る.またイランとの国境に近い地域ではがん水から

の塩採取が行なわれている.

'(5)ラピスラスリｰ

輸出用として生産に力を入れ研薦加工は中共の専門

家が指導に当っている.

16)その確

少量ではあるが陶雑用の粘土珪長石滑石などの

産出がある.

(4)石灰岩

セメント用として古生層の石灰岩が操掘されているが

生産量はわずかである.

以上のようなもので天然ガスを除いては未だ鉱業

といえるものは存在しない状態である.しかし鉱業

の将来には政府として大きな期待をかけとくに石油

天然ガスをはじめ鉄(カブｰル西方200k皿のハジカク

峠に埋蔵量20億トンといわれる鉱床がある)銅(カンダ

ノ･一ル市付近にかなり希望のもてる鉱床が渉る)および

ベリルに期待をかけておりそのほか雲母ウラン

稀元素鉱物にも注意をはらっている.

ベリル鉱床について

ベリル鉱床はアフガニスタン東部のパキスタン(カ

シミｰル)との国境に近い地方の閃緑岩体中のペグマタ

イトであってこのようなペグマタイトをもつ閃緑岩体

の分布は非常に広くまたパキスタン側にもこの種のペ

グ㌢タイトがあってエメラルドァカマリンの産出が

陰ンズｰ夢シを越交彩サラン締(海抜約§｡醐撤)1ζで

衝遺艦の鶏潜�
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試錐坑道探鉱季選試験を網らした延工1)数名以上に

のぼる大部隊によるきわめて詳細な調査でありその

結果ダライヌｰル地区ダライベッチ地区ダルサラ

ック地区の3労所がきしあ花り経済的採掘の備値があり

鉱床全体としては世界的なものであるとの緒論を発表し

ている｡

今回の鷺本調査団の調査はソ連の報告書にもとづき

最も有望とされている前記3地区の開発の可能性を技術

的経済的に検討することを員的&したものである.

この鉱床地帯に行くにはカブｰルから東へ園遺(舗

装路)約!80途㎜でカブｰルに次ぐ大都会シャララバッ

ドに達しそこからダライヌｰル襲では北方へ無繍装1道

路約30k独でダライヌｰルの谷の奥にある鉱床の地帯に

達する,問題の鉱床までは山道をさらに荻狐徒歩によ

る｡

ダフイベッチおよびダルサラック地区はシャララハ

ッダがら鷲テｰル河は沿って北東約五｡む瞼(無舗装)で

チ帝ガサライは遠し窓らに支流ダライベツチ州沿いの

悪路約6⑪鮎で鉱床地帯に達する畠ダライペヅ矛鉱床

は道路ぶり約600雌高い絶壁綻露出しダルサ茅ヅク

鉱床はその北方約6㎞叱あって遺跡縫沿り花遼陵地晦あ

る｡

ζ杓らの3地区は五つの大慧な閥緑岩崎体終含讃れる

もので南端の劣費イ第一ルから北端のグル吹ラック嚢

で南北寄胸ぽ約δO駈幅2眺狐の岩体刺ζ無数⑳ペグ亨

夢イド秘憾ぽ平行の脈状をなして存在する圭しかし

帯央の広い部分は新しい堆積岩に為おわれ護色遣踏か

ら遠い部分では地形険峻で開発はもとより調査も困難な

部分が多い由

叙㌘イ潔一ル地屡は径2㎞ほどの地域に大きな

ものだけでも数10条以上のペグマタイト脈が見られる.

厚窓は至0鰍程度から最大4～5狐ほどで露頭部で追

跡しうる長さは数10狐から200㎜程度である｡脈の大

部分はNS0曽±亙50壮NWの走高傾斜を示すが少

数の直立脈がこれを切っている｡これらの脈は石英

マイク漂クリン少量の雲母類電気石ざくろ石から

なりとく紀著しい静状構造は蒐られない｡多くの脈

にわずかながらベリル結晶が点在するが最も有望と目

されかつ過去において工0トン程度の採取実績のある脈

は簸畏醐㎜傾斜方向50皿厚さ脈程のもので走向

傾斜が地表のそれと一致していて全面的に露出している.

ベリル結晶はかって直径30c服におよぶもの林産出し

たとの鴛をであるが調査時には数棚のものかわず

かに屍られ花に遜ぎない､

匁茅イペヅチ地匿の鉱床は東面する閃緑岩絶蟹に

平行悠露幽するペグ呼タイｰト脈で走向胴⑪壮概僚

締鮒竃双であ乱立纂なもの婁条で爾蕎は上下は

王⑪⑪滋艦獄なれて為り共に王｡⑪⑪馳逝く遺跡胸未申心

はなる厚養批以上の部分流けでも約3⑪⑪臓の簸畏かあ為､

ソ遠調査剛沈の鉱床を最も璽要なものと誇克上下

蟻恭の探鉱坑道を掘巻くし鷲鉱テ異トを行なりている｡､

構成鉱物はダ多イ第一ルのそ妻砧岡じであ鋤婁ベリ

ル結晶は飽秘よ蜜鮮明である早調養脚ζは最大のもの圭

,で畏慈峨血穫の結晶が屍られたしがし報告書紀.

見られる結晶としての品位1,000分の3～5というの

綴

人爽た嵩幻儀欝(ダライヌｰル1こて)

ダ茅.イヌｰル鉱床(調査牢の日本調査団)�
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は現在見られる所では存在せずそれをかなり下鰯る

ものと観察された.

るものも見受けられた｡付近に多くの盗掘跡カミ見られ

た.

ダルサ管ック鉱床はダライペヅチ鉱床の北方約

5㎞のダライベッチ川酉二岸にあり支流の谷をはきんで

南北2勿所にわかれている.この鉱床は2～δ獺の

間隔で平行にはしる20条以上のペグマタイト脈からなり

走向はN4ぴ土W傾斜は2ぴSWである.各派は厚さ

1～4皿延長2～300mである.この地域は地表が

風化して母岩は砂状となりペグマタイトの大塊が畳璽し

ている上部落耕地の直上にあるため擦掘の上てば

大きな困難があるように見られた一ただペグ亨タイ､ト

の量としてきわめて大きなものでありまた点在する

ベリル結晶槍透明度が高くアカマリンとしての価値あ

以上が本地城のベリル鉱床のうち最も開発の可能

性ありとされる地区の概要でおるが危しかにこの地域

全体としては無数のペグマタイト脈が存在しそれらの

多くのものに多少ともベリル結晶の存在が見られること

は驚くへ慧ことであるが個冷の地区について兇ると

品位の､熱が必ずし二も明らかでないしま危過去の報

告に述べられている艦の富鉱とは考えられない.した

がって実際の開発に着手する前になおいくらかの探鉱

期間を設けヤ実用上の品位確認が必要であろう.

ベリルは世界で現在年間五万トン余の生産があり(東

欧圏を除く)産地とし1てはブラジルアルゼンチンモ

管イペジ争鉱瞭

ベリ沙の置騒(ダライベツ列こて)

ダ秒サ管ヅク鉱疎�
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ザンビｰク等限られた地域でありわが国としては年間

約ユ,000トンの需要を全量これらの国からの輸入に頼っ

ている｡きわめて特殊な資源であり将来の需要見通

しについても一概にはいえないがアフガユスタン東

部ぽ眠るこの鉱物が陽の賢を屍て工業の発腰に役立つ

ようになればまことに喜はレいことであ孔

アヌガ蕊渓タンは開発途上禺の雪もでも後発の園で

とく陪都会をはなれた地方での生清条件縁きびしいが

慾勅だけに人海は純ぼく親切であり襲液貿本人社

会も小さいので在留邦人の方冷から翻身のご親切を受け

淀埠忍⑳園の桑しい風光薬瞭しい果物&とも紀恵れ

嚇概湖象でありた苛(雛鱗鈴地質纏鵜カ銀)

.評淳加タ鍬鉱疎

遊牧蔑(カブｰル北臓方陰ンズｰ

クシ泌刺ζて)

有名なパｰミアン

の別ム(3樹紀こ

る)�




